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事例１

英語使用の正確さ

目的・場面・状況に応じた
表現内容の適切さ

事例１

「目場状」の設定は、「適切さ」を判
断する基準になり得る。

適切な表現内容とはどのような内
容であるかを指導しておく。

「目場状の設定は、目的ではなく
手段。

・単語を頑張って覚えようとした。
・「ワーク」を期限通り提出した。
・導入時に意欲をもった。

「振り返りシート」の記述
内容を反映させてよい？

言語活動で表出された態度

事例１～３、５（特に事例５）

（基本的には「思考・判断・表現」と一体的に評価する）
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事例４

特定の
言語材料



ALTに大垣市のことを紹介しよう。

日本の歴史とスポーツに興味があるALTに大垣市を
好きになってもらえるよう大垣市のことを紹介しよう。

（例）
・自分のことをよく分かってもらうために…。
・友達のよさが伝わるように…。
・外国人観光客が興味をもつように…。

※新しく来るALTに、自分のことをよく分かってもらうために、
自己紹介をしよう。

「目場状」の設定は必須。
評価場面に至るまでに「思判表」の視点から指導する。

※相手意識…表現内容が適切か否かは相手に聞く。



これら①②の姿は実際の教科等の学びの中で別々ではなく相互に関わり
合いながら立ち現れるものと考えられる。



なぜ、基本的に「態度」は「思判表」と一体的に評価するのか

単元の評価規準は、授業中の言語活動やパフォーマンステスト等で実際に
見取ることができる規準となるよう、「思考・判断・表現」と対の形にしている。

p.79（事例５）

「思考・判断・表現」の評価規準には、コミュニケーションを行う目的や場面、
状況などを必ず含むものとしている。目的や場面、状況などに応じたコミュ
ニケーションを図ろうとするためには、「外国語の背景にある文化に対する
理解」や、「聞き手、読み手、話し手、書き手への配慮」が必要である。この
ことも、「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準を、「主体的に学習に
取り組む態度」の評価の評価規準と対の形とし、基本的には一体的に評価
することができるとした理由である。

p.79（事例５）



ただし、生徒の特性や学習段階により、主体的に学習に取り組む態度が必
ずしもコミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じた発話や筆記
等に表れない場合もあるため、そのような段階にある生徒の「主体的に学
習に取り組む態度」の評価結果は、「思考・判断・表現」の評価結果と一致し
ない場合もある（事例１参照）。

「思考・判断・表現」と基本的には一体的に評価しつつ、言語活動への取組
状況を観察しその結果を加味するということであり、生徒の態度を見取るこ
とはこれまで同様重要である。

p.79（事例５）

なぜ、基本的に「態度」は「思判表」と一体的に評価するのか



文法はコミュニケーションを支えるものであることを踏まえ，コ

ミュニケー ションの目的を達成する上での必要性や有用性を

実感させた上でその知識を活 用させたり，繰り返し使用するこ

とで当該文法事項の規則性や構造などについ て気付きを促し

たりするなど，言語活動と効果的に関連付けて指導すること。

「指導計画の作成と内容の取扱い」 （２）エ（イ）



（例）現在進行形

特定の言語材料 評価方法

空欄に入る最も適切なものを一つ選びなさい。

He (            ) badminton with Yuki.
ア play イ playing ウ is playing

空欄に入る最も適切なものを一つ選びなさい。

A: Where is Mike?
B: Over there.  He (            ) badminton with Yuki.
ア plays イ played ウ is playing

事例４



パフォーマンステストだけではなく、
授業中に評価することも必要

・単元で記録に残す評価を行う活動を決める

例）単元終末の活動

・単元最終ページを活用する場合、示されしすぎいない

かを確認。

・「目場状」の設定は必須。



聞
く
こ
と

読
む
こ
と

話
す
こ
と

［や
り
取
り
］

話
す
こ
と

［発
表
］

書
く
こ
と

思考・判断・
表現

主体的に
学習に
取り組む
態度

知識・技能

事例１

英語使用の正確さ

目的・場面・状況に応じた
表現内容の適切さ

事例１
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話されたり書かれたりして
いることそのもの

事例４

特定の
言語材料

目的・場面・状況に応じて
捉える必要があること

（必要な情報、概要、要点）

事例２、３





次の英語は、あな
たが見つけたイン
グリッシュ・カフェ
という催しのホー
ムページの一部
です。参加者が事
前に準備すべき
ことを知るために
は、この中の１～
４のどの部分を読
めばよいですか。
最も適切なものを
１つ選びなさい。



留学生のトムからあなたに頼みごとがあり次のようなメールがきました。
トムが一番伝えたかったことは何ですか。

Dear Tom,

Hello.  How are you?  I’m fine, and I’m enjoying my life here in Japan.

When I was in Australia, I watched  a Japanese TV program on food 

and found that Japan is famous for noodles.  I learned Kagawa is 

famous for udon.

Last weekend, I went there with my family to eat udon.  There are 

many udon restaurants in Kagawa and we visited 6 of them in one day.  

Each of us ate 6 bowls of udon!  Can you believe that?  I felt too full to 

eat any more at that time.  However, now, I want to try them again.  

Anyway, I bought udon in Kagawa for you and your grandmother.  I 

will bring them tomorrow so please take some to her.  See you soon.

Tom  

要点を
捉える
問題に



定期テストだけではなく、
授業中に評価することも必要

「読むこと」の場合

・教科書を読ませる際は、「思判表」を評価する問いも。

・教科書記載の問いの確認を。

・「目場状」の設定は必須。

※目的をもって読むという読み方をさせることは必要。

・問いの例は、参考資料p.59（事例２）参照。





p.５８（事例２）



p.６７（事例３）



外国語教育はこう変わる！（文部科学省 mextchannel ）

https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbCsze5PvMhQ1TS-jXEZKA4f





全国学力・学習状況調査の結
果を踏まえた授業アイデア例
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目的・場面・状況に応じて
捉える必要があること

（必要な情報、概要、要点）

事例２、３

事例２、３

英語使用の正確さ

事例４

話されたり書かれたりして
いることそのもの特定の

言語材料

知識・技能

（基本的には「思考・判断・表現」と一体的に評価する）

言語活動に取り組ませる

ことが大前提



外国語教育はこう変わる！

https://www.youtube.com/playlist?list=P
LGpGsGZ3lmbCsze5PvMhQ1TS-jXEZKA4f

文部科学省


